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当
市
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が

　
　
　
　
　
　
　

       

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で　

11
月
６
日
、
第
33
回
茨
城
県
民
生
委

員
児
童
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
、
当

市
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

が
、
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
と
し
て
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
会
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

民生委員児童委員協議会の皆さん

土
屋
氏
、
豊
島
氏
が
茨
城
県
表
彰
を
受
賞

　
　
　
　

〜
多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
〜

　

茨
城
県
庁
で
11
月
13
日
、
当
市
の

元
・
民
生
委
員
児
童
委
員
土つ

ち
や屋

雅ま
さ
こ子

氏
（
谷
井
田
）、
茨
城
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
会
長
豊と

よ
し
ま島

美み

ち

こ
智
子
氏

（
板
橋
）
の
両
氏
が
、
地
域
福
祉
発

展
へ
の
著
し
い
功
績
を
称
え
ら
れ
、

茨
城
県
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
屋
氏
は
、
地
域
住
民
の
相
談
に

受賞した土屋さん㊧と豊島さん㊨

善
意
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

【
も
り
や
小
児
科
医
院

　
　
　

院
長　

金
子
英
哲
様
よ
り
】

　

も
り
や
小
児
科
医
院
・
院
長
金か

ね
こ子

英ひ
で
あ
き哲

様
よ
り
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
の

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
の

事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
３
万

円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

【
茨
城
南
青
年
会
議
所
様
よ
り
】

　

一
般
社
団
法
人
茨
城
南
青
年
会
議

所
様
よ
り
、
地
域
の
魅
力
を
い
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
11
万
５
７
１
０
円
が
市
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

【
守
谷
智
明
様
よ
り
】

　

守も
り
や谷
智と
も
あ
き明
様
よ
り
、
つ
く
ば
み
ら

い
市
の
教
育
環
境
整
備
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
60
万
円
が
市
に
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

も
っ
て
地
域
住
民
の
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
民

生
委
員
児
童
委
員
の
啓
蒙
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
功
績
を
称
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
地
域
福
祉
の
発
展
に
ご

支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問
　

 

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課　

☎
52
‐

２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
６
）

応
じ
必
要
な
援
助
を
行
う
な
ど
、
社

会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
積
極
的
に

取
り
組
み
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
島
氏
は
、
母
子
寡
婦
福
祉
活
動

の
担
い
手
と
し
て
積
極
的
に
活
動
す

る
と
と
も
に
、
会
の
役
員
と
し
て
組

織
の
強
化
と
母
子
寡
婦
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｑ

Ａ

問
　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
谷
和
原
庁
舎
１
階
）
☎
25

‐
３
２
８
８

消費生活センターイメージ
キャラクター『まみりん』

住宅の修理
　「火災保険で住宅の修理ができる。保険の申
請も手伝う」と勧誘されましたが、注意するこ
とはありますか。　　（50代・女性）

　

火
災
保
険
は
、
火
災
だ
け
で
な

く
、
風
水
災
な
ど
の
自
然
災
害
や

盗
難
な
ど
に
よ
っ
て
、「
建
物
」

や
「
家
財
」
な
ど
に
生
じ
た
損
害
を
補
償
す
る

保
険
で
す
。
住
宅
の
老
朽
化
に
よ
る
修
理
は
、

火
災
保
険
の
補
償
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
、「
保
険
金
が
使
え
る
」
と
言
っ
て
勧

誘
し
、
住
宅
の
修
理
契
約
を
さ
せ
る
と
い
う
ト

ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
業
者

の
多
く
は
「
保
険
金
の
範
囲
内
で
修
理
を
す
る

の
で
、
自
己
負
担
は
な
い
」
な
ど
、「
無
料
」

を
強
調
し
て
契
約
を
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
虚

偽
の
理
由
で
保
険
金
を
請
求
す
る
と
契
約
違
反

と
な
り
、
保
険
金
を
受
け
取
っ
て
い
れ
ば
返
還

を
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
「
契
約
後
に
高
額
な
見
積
料
を
請

求
さ
れ
た
」「
修
理
を
し
た
が
、
保
険
金
支
払

い
の
対
象
外
で
自
己
負
担
だ
っ
た
」
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。　
　

　
「
火
災
保
険
で
住
宅
の
修
理
が
で
き
る
」
と

の
勧
誘
を
受
け
て
も
す
ぐ
に
は
契
約
せ
ず
、
自

分
の
火
災
保
険
の
内
容
に
つ
い
て
保
険
会
社
な

ど
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
に
思
っ
た
時
は
、
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 「
保
険
金
が
使
え
る
」
に
は
注
意
！


